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巨大な真空容器のパーツの１つ
H26.7.29　原子力安全対策常任委員会視察にて
（日本原子力研究開発機構　那珂核融合研究所）
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本 会 議

平成26年第３回定例会

議案件数と結果

平成25年度各種会計決算を認定
議員提案による意見書を提出

９月９日 本会議
（議案の上程説明など）

９月11日 本会議
（一般質問　５名）

９月12日 本会議
（一般質問　４名）
（議案質疑、議案等の委員
会付託）

９月17日 産業建設常任委員会

９月18日 総務生活常任委員会

９月19日 教育厚生常任委員会

９月26日 本会議
（委員長報告、採決など）

請願・陳情

請願　　　　１件（９ページ参照）

市長提出議案等（22件）

条例関係　　８件（すべて承認・可決）

予算・決算関係　８件（すべて可決・認定）

そ の 他　　６件（すべて可決・報告）

議員提出議案等（２件）

意　見　書　２件（９ページ参照）

第
３
回
定
例
会
概
要
・
議
会
改
革

（９月９日～９月26日）
　

今
定
例
会
は
、
平
成
26
年

９
月
９
日
〜
26
日
の
18
日
間

に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

22
件
の
議
案
等
を
審
議

　

今
定
例
会
に
執
行
部
か
ら

提
出
さ
れ
た
議
案
等
は
、
平

成
25
年
度
の
決
算
、
平
成
26

年
度
の
補
正
予
算
な
ど
、
全

22
件
で
す
。
議
案
は
付
託
さ

れ
た
各
常
任
委
員
会
で
審
議

さ
れ
、
最
終
日
に
採
決
さ
れ

ま
し
た
。（
６
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

　

ま
た
、
今
定
例
会
で
は
、

議
員
か
ら
、
１
件
の
意
見
書

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

（
次
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

議
員
勉
強
会
を
開
催

　

那
珂
市
議
会
で
は
、
平
成

26
年
度
か
ら
、
議
会
主
催
の

議
員
勉
強
会
を
行
い
、
議
員

の
資
質
向
上
に
努
め
て
い
ま

す
。
４
月
に
第
１
回
を
開
催

し
ま
し
た
が
、
第
２
回
目
は

先
進
自
治
体
で
あ
る
会
津
若

松
市
か
ら
議
員
を
迎
え
、
７

月
28
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

（
10
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

議
員
定
数
・
報
酬
に
つ
い
て

公
聴
会
を
開
催
し
ま
す

　

議
員
定
数
等
調
査
特
別
委

員
会
に
て
、
議
員
の
定
数
、

報
酬
に
つ
い
て
、
公
聴
会
を

開
催
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
公
聴
会
と
は
、
特
定
の

案
件
に
つ
い
て
、
発
言
者
を

公
募
し
、
公
開
の
場
で
意
見

を
伺
う
会
議
で
す
。

（
９
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

平成26年９月９日　本会議
平成25年度各種会計の決算、平成26年度の補正
予算などが、市長から提出されました。
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本 会 議

産
が
可
能
な
水
準
に
充
実
す

る
こ
と
。

３　

農
林
漁
業
セ
ー
フ
テ
ィ

ー
ネ
ッ
ト
資
金
へ
の
利
子
補

給
を
行
う
な
ど
緊
急
無
利
子

融
資
制
度
を
創
設
す
る
こ

と
。

４　

離
農
農
家
が
急
増
す
る

こ
と
へ
の
対
策
と
し
て
、
受

け
手
と
な
る
専
業
農
家
や
営

農
組
合
へ
の
支
援
策
を
充
実

す
る
こ
と
。

５　

担
い
手
へ
の
農
地
集
積

を
後
退
さ
せ
な
い
た
め
、
地

代
の
下
落
に
よ
り
出
し
手
の

貸
し
渋
り
が
生
じ
な
い
よ

う
、
受
け
手
に
は
再
生
可
能

な
地
代
に
抑
え
つ
つ
、
出
し

手
に
は
従
来
の
賃
金
が
維
持

さ
れ
、
そ
の
差
額
を
補
填
す

る
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
。

　

こ
の
意
見
書
は
、
定
例
会

平
成
26
年
産
米
の
大
幅
な
価

格
下
落
に
対
す
る
緊
急
対
策

を
求
め
る
意
見
書

　

平
成
26
年
産
の
米
の
価
格

下
落
に
対
し
て
、
肥
料
、
農

薬
、
燃
料
等
の
価
格
高
騰
や

農
業
の
規
模
拡
大
が
難
し
く

な
る
こ
と
へ
の
懸
念
な
ど
を

鑑
み
、
議
員
か
ら
意
見
書
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

意
見
書
の
要
望
事
項
に
つ

い
て
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

１　

生
産
数
量
目
標
を
超
え

た
生
産
量
や
民
間
過
剰
在
庫

米
は
、
国
の
責
任
に
お
い
て

買
い
上
げ
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
よ
る

現
物
提
供
や
飼
料
用
転
用
な

ど
に
消
費
し
、
供
給
と
価
格

の
安
定
を
図
る
こ
と
。

２　

収
入
減
少
影
響
緩
和
対

策
（
ナ
ラ
シ
対
策
）
交
付
金

の
早
期
支
払
い
を
行
う
と
と

も
に
、
交
付
額
を
米
の
再
生

人
事（
敬
称
略
）

の
最
終
日
に
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
採
決
の
結
果
、
原
案
可

決
さ
れ
た
た
め
、
国
の
関
係

機
関
に
こ
の
意
見
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

　

提
出
先
は
次
の
と
お
り
で

す
。

・
内
閣
総
理
大
臣

・
財
務
大
臣

・
農
林
水
産
大
臣

・
地
域
創
生
担
当
大
臣

監
査
委
員
会
委
員

　

次
の
方
が
任
期
満
了
に
よ

り
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

萩
谷　

眞
康
（
菅
谷
）

　

任
期

　

平
成
26
年
９
月
27
日

〜
平
成
30
年
９
月
26
日

米
の
大
幅
な
価
格
下
落
に
対
す
る

緊
急
対
策
を
求
め
る

平成26年度補正予算６件を原案可決平成26年度補正予算６件を原案可決

補　正　予　算

会　計　名 補　正　額 補正内容 補正後の総額

一般会計補正予算（第３号） 2億4,140万3千円 道路改良舗装事業など 184億6,239万8千円

下水道事業特別会計補正予算
（第２号）

2,646万9千円 単独災害復旧事業など 24億  146万9千円

農業集落排水整備事業特別会計補
正予算（第２号）

▲282万5千円 職員人件費 8億  817万5千円

介護保険特別会計（保険事業勘定）
補正予算（第１号）

2,715万5千円 償還金など 43億3,715万5千円

上菅谷駅前地区土地区画整理事業
特別会計補正予算（第１号）

101万6千円 職員人件費 1億8,601万6千円

水道事業会計補正予算（第１号）
（収益的支出）

198万3千円 職員人件費 11億3,862万3千円



平成２５年度
　各種会計歳入歳出決算
　歳入総額３４５億７，３０３万円
　歳出総額３２５億　　９９９万円
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決 算

平成25年度　一般会計決算

一般会計歳入額　　１９９億９，９４８　万円

一般会計歳出額　　１８８億８，４３４　万円

歳入歳出差引額　　　１１億１，５１４　万円
　※差引額のうち、翌年度へ繰り越すべき財源　１億１，７６５　万円

　　　　　　　　　　　　　　　　実質収支額　９億９，７４９　万円

※一般会計、特別会計、水道事業会計、いずれの金額も千円台を四捨五入したものです。※一般会計、特別会計、水道事業会計、いずれの金額も千円台を四捨五入したものです。

会計区分（歳入） 収入済額 会計区分（歳出） 支出済額

市税 ６７億８，３２０万円 民生費 ５６億６，０７７万円

地方交付税 ４１億４，２３７万円 土木費 ３１億４，２４３万円

国庫支出金 ２８億５，４１３万円 総務費 ２６億３，５２４万円

市債 １５億２，９８０万円 教育費 ２０億２，３５７万円

繰越金 １３億７，７１５万円 公債費 １９億５，５２８万円

県支出金 １３億１，１３３万円 衛生費 １１億８，０２８万円

諸収入 ４億８，０１０万円 消防費 ９億８，５５３万円

地方消費税交付金 ４億３，４６１万円 農林水産業費 ８億　　８７１万円

分担金及び負担金 ２億７，３８３万円 議会費 ２億３，５２２万円

地方譲与税 ２億６，８４９万円 商工費 １億６，０９６万円

使用料及び手数料 ２億１，０８２万円 災害復旧費 ８，３１４万円

繰入金 １億３，０８８万円 諸支出金 １，３１９万円

自動車取得税交付金 ６，３９２万円

株式等譲渡所得割交付金 ３，６４９万円

地方特例交付金 ２，９８９万円

財産収入 ２，３６１万円

配当割交付金 ２，１９３万円

利子割交付金 １，３３０万円

交通安全対策特別交付金 ８０２万円

寄付金 ３９７万円

ゴルフ場利用税交付金 １６６万円

歳入合計 １９９億９，９４８万円 歳出合計 １８８億８，４３４万円
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平成25年度　那珂市特別会計決算

平成25年度　那珂市水道事業会計決算

　

総
務
生
活
常
任
委
員
会

那
珂
市
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

市
税
の
軽
自
動
車
税
（
軽

自
動
車
、
バ
イ
ク
、
農
耕
車

両
な
ど
に
か
か
る
税
）
が
、

平
成
27
年
度
か
ら
改
正
さ
れ

ま
す
。
最
低
税
額
が
２
千
円

と
な
り
、
１
．
５
倍
の
引
上

げ
と
な
り
ま
す
。

　

軽
自
動
車
は
、
平
成
27
年

４
月
１
日
以
降
新
規
登
録
の

車
両
は
、
新
税
額
を
適
用
。

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
に

新
規
登
録
さ
れ
た
車
は
現
行

の
税
額
で
す
が
、
新
規
登
録

後
13
年
を
経
過
し
た
車
は
、

環
境
影
響
へ
の
配
慮
な
ど
に

よ
り
、
税
額
が
割
高
に
な
り

ま
す
。

問　

軽
自
動
車
税
の
税
額

は
、
他
の
市
町
村
も
同
じ
な

の
か
。

答　

地
方
税
法
の
改
正
に
よ

り
、バ
イ
ク
、軽
自
動
車
は
他

市
町
村
も
同
額
で
す
。
た
だ

し
、
農
耕
車
両
な
ど
は
、
市

の
裁
量
が
あ
り
、
１
．
５
倍

の
市
町
村
も
あ
る
が
、
当
市

は
１
．25
倍
と
し
て
い
ま
す
。

議 案 審 議 （ 各 常 任 委 員 会 ）

会　　計　　区　　分 歳入決算額　A 歳出決算額　B 歳入歳出差引額　A-B

国民健康保険特別会計
（事業勘定）

５８億８，０６６万円 ５６億２，０１４万円 ２億６，０５２万円

下水道事業特別会計 ３０億３，０３０万円 ２９億６，４７５万円 ６，５５５万円

公園墓地事業特別会計 １，３９７万円 ９１７万円 ４８０万円

農業集落排水整備事業特別
会計

１０億７，７４４万円 ９億９，９４６万円 ７，７９８万円

介護保険特別会計
（保険事業勘定）

４０億６，６５７万円 ３９億４，１３１万円 １億２，５２５万円

上菅谷駅前地区土地区画整
理事業特別会計

１億４，１９０万円 １億２，９５２万円 １，２３８万円

後期高齢者医療特別会計 ４億９，２３６万円 ４億９，１５２万円 ８４万円

小　　　　　計 １４７億　　３１８万円 １４１億５，５８７万円 ５億４，７３１万円

会　　計　　区　　分 収入決算額　A 支出決算額　B 収入支出差引額　A-B

収益的収支 １１億７，０４３万円 ９億７，０３１万円 ２億　　　１２万円

資本的収支 １億８，１８１万円 ４億９，８８１万円 ▲３億１，７０１万円

決 算

軽自動車税改正の例（原付バイク・小型特殊等）

車種区分 現行 27年度から

原
動
機
付
自

転
車

50ｃｃ以下 1,000円 2,000円

50ｃｃ超90ｃｃ以下 1,200円 2,000円

90ｃｃ超125ｃｃ以下 1,600円 2,400円

小
型
特
殊

自
動
車

農
耕
用

２輪及びカタピラを
有するもの

1,600円 2,000円

４輪（1,000ｃｃ以下） 2,400円 3,000円

軽自動車税改正の例（軽自動車４輪）

車種区分
H27.3.31ま
での新規
登録車

H27.4.1以
降の新規
登録車

新規登録後
13年 を 経
過した車

軽
自
動
車
４
輪

乗
用

自家用 7,200円 10,800円 12,900円

営業用 5,500円 6,900円 8,200円

貨
物
用

自家用 4,000円 5,000円 6,000円

営業用 3,000円 3,800円 4,500円

※Ｈ27.4.1の新車登録は平成27年度に課税。H27.4.2以降
の新車登録は平成28年度課税となります。
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議 案 審 議

議 案 の 議 決 結 果 一 覧
　今定例会に提出された議案等の議決結果は以下のとおりです。

　ほかに、今定例会では１件の請願を審議しました。請願については、請願の採択に伴い提出

された意見書と併せて、別途掲載しております（８ページを参照）。

　また、議員提案の意見書が１件ありました（３ページを参照）。

執 行 部 提 出 議 案 等
件　　名 結果 内　　容

報　　告

第11号
専決処分について（那珂市農政審議会条例
の一部を改正する条例）

承認
ＪＡひたちなかを含む県北 5農協が合併し、名称がＪＡ常陸になるこ
とに伴う条文の改正

第12号
専決処分について（損害賠償請求に関する
和解及び損害賠償の額の決定）

報告 市の過失による事故等に対する損害賠償額の報告

第13号
平成 25 年度決算に基づく地方公共団体の財
政の健全化に関する法律による健全化判断
比率の状況について

報告
実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率及び将来負担比率
の報告

第14号
平成 25 年度決算に基づく地方公共団体の財
政の健全化に関する法律による資金不足比
率の状況について

報告
公営企業に該当する水道事業、下水道事業、農業集落排水整備事業の
資金不足比率の報告

第15号
平成 25 年度那珂市一般会計継続費精算報告
書について

報告 継続費に係る継続年度が終了したことによる精算報告

議　　案

第45号 那珂市税条例の一部を改正する条例 可決
地方税法等の一部改正に伴い、主に、法人市民税法人割の税率、軽自
動車税の税率を改正するもの

第46号
那珂市医療福祉費支給に関する条例の一部
を改正する条例

可決 医療福祉制度の小児マル福の支給対象者を中学生まで拡大するもの

第47号
那珂市公共下水道事業受益者負担金に関す
る条例の一部を改正する条例

可決
公共下水道事業の事業認可区域が拡大したことに伴い、受益者負担金
の額を新たに定めるもの

第48号 那珂市火災予防条例の一部を改正する条例 可決
消防法施行令の一部改正に伴い、主に、屋外催しに係る防火管理に関
する内容を加えるもの

第49号
那珂市特定教育・保育施設及び特定地域型
保育事業の運営に関する基準を定める条例

可決
子ども・子育て支援法が制定されたことに伴い、認定こども園、幼稚園、
保育所や家庭的保育事業などの運営に関する基準を定めるもの

第50号
那珂市家庭的保育事業等の設備及び運営に
関する基準を定める条例

可決
子ども・子育て支援法が制定され、児童福祉法が改正されたことに伴い、
家庭的保育事業、小規模保育事業、事業所内保育事業、居宅訪問型保
育事業の設備や運営に関する基準を定めるもの

第51号
那珂市放課後児童健全育成事業の設備及び
運営に関する基準を定める条例

可決

子ども・子育て支援法及び就業前の子どもに関する教育、保育等の総
合的な提供の推進に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関
係法律の整備等に関する法律の施行に伴い、放課後児童の健全育成事
業に関する基準を定めるもの

第58号
茨城消防救急無線・指令センター運営協議
会規約の一部変更について

可決
地方自治法の一部改正に伴い、協議会設置根拠に変更があったため、
改めるもの

同　　意

第3号 那珂市監査委員の選任について 可決 監査委員の任期満了に伴い、改めて選任をするもの

予　算 ・ 決　算　関　係
件　　名 結果 内　　容

議　　案

第52号 平成 26 年度那珂市一般会計補正予算（第 3号） 可決

平成 26年度各種会計
補正予算
（3ページを参照）

第53号 平成 26 年度那珂市下水道事業特別会計補正予算（第 2号） 可決

第54号 平成 26 年度那珂市農業集落排水整備事業特別会計補正予算（第 1号） 可決

第55号 平成 26 年度那珂市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第 1号） 可決

第56号 平成 26 年度那珂市上菅谷駅前地区土地区画整理事業特別会計補正予算（第 1号） 可決

第57号 平成 26 年度那珂市水道事業会計補正予算（第 1号） 可決

認　　定

第1号 平成 25年度那珂市各種会計歳入歳出決算の認定について 認定 詳細は 4、5ページを
参照第2号 平成 25年度那珂市水道事業会計決算の認定について 認定
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議 案 審 議

賛成多数により議決した議案
○：賛成　●：反対　　※議長（助川　則夫議員）は採決に加わりません。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

議案等名
議決
結果

筒
井
か
よ
子

寺
門　
　

厚

小
宅　

清
史

助
川　

則
夫

綿
引　

孝
光

木
野　

広
宣

古
川　

洋
一

中
庭　

正
一

萩
谷　

俊
行

勝
村　

晃
夫

中
﨑　

政
長

笹
島　
　

猛

君
嶋　

寿
男

武
藤　

博
光

遠
藤　
　

実

福
田
耕
四
郎

須
藤　
　

博

加
藤　

直
行

石
川　

利
秋

木
村　

静
枝

海
野　
　

進

木
内　

良
平

議案第 45 号
那珂市税条例の一部を
改正する条例

可決 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

議案第 49 号
那珂市特定教育・保育
施設及び特定地域型保
育事業の運営に関する
基準を定める条例

可決 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

議案第 50 号
那珂市家庭的保育事業
等の設備及び運営に関
する基準を定める条例

可決 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

認定第１号
平成 25 年度那珂市各種
会計歳入歳出決算の認
定について

認定 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

産
業
建
設
常
任
委
員
会

那
珂
市
公
共
下
水
道
受
益
者

負
担
金
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

公
共
下
水
道
事
業
の
事
業

認
可
区
域
が
拡
大
し
た
こ
と

に
伴
い
、菅
谷
、額
田
、五
台
、

戸
多
、
瓜
連
地
区
に
、
各
１

つ
ず
つ
負
担
区
（
受
益
者
か

ら
負
担
金
を
徴
収
し
よ
う
と

す
る
区
域
）
が
追
加
さ
れ
ま

す
。
新
設
負
担
区
の
負
担
金

単
価
（
１
平
方
メ
ー
ト
ル
当

た
り
の
額
）
は
瓜
連
の
み
５

４
０
円
、
ほ
か
は
７
９
０
円

で
す
（
左
表
）。

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

那
珂
市
医
療
福
祉
費
支
給
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

医
療
福
祉
制
度（
マ
ル
福
）

は
、
医
療
機
関
に
か
か
っ
た

時
の
医
療
費
を
助
成
す
る
制

度
で
す
。こ
の
う
ち
、小
児
マ

ル
福
に
つ
い
て
、
10
月
か
ら

県
の
支
給
対
象
者
が
中
学
生

ま
で（
中
学
生
は
入
院
の
み
）

拡
大
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

条
文
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

併
せ
て
、
市
の
単
独
補
助

事
業
と
し
て
、
県
の
制
度
で

は
対
象
外
の
中
学
生
の
通
院

に
つ
い
て
も
、
平
成
27
年
１

月
か
ら
補
助
対
象
と
す
る
改

正
を
行
い
ま
す
。

問　

件
数
的
に
は
、
入
院
よ

り
通
院
の
ほ
う
が
多
い
と
思

う
が
、
な
ぜ
県
で
は
通
院
を

補
助
し
な
い
の
か
。

答　

昨
年
の
市
町
村
か
ら
の

要
望
で
、
今
回
、
通
院
の
マ

ル
福
対
象
が
小
学
６
年
生
ま

で
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

も
更
な
る
拡
大
を
要
望
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

現
行
の
負
担
区
に
つ
い
て

は
、
負
担
金
の
額
に
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

問　

現
行
の
菅
谷
第
１
負
担

区
は
５
０
０
円
だ
が
、
新
設

さ
れ
る
の
は
大
体
が
７
９
０

円
。
負
担
金
に
差
が
あ
る
理

由
は
。

答　

同
じ
菅
谷
で
も
市
街
化

調
整
区
域
は
７
９
０
円
で

す
。
そ
こ
は
農
業
集
落
排
水

も
行
っ
て
お
り
、
そ
の
分
の

分
担
金
を
考
慮
し
て
整
合
を

図
っ
た
結
果
、
市
街
化
区
域

と
市
街
化
調
整
区
域
で
差
が

付
い
て
い
ま
す
。

新設される負担区と
負担区ごとの負担金単価

新設される
負担区の名称

１平方メートル
当たりの額

備考

菅谷第３負担区 ７９０円 市
街
化
調
整
区
域

額田第２負担区 ７９０円

五台第２負担区 ７９０円

戸多第１負担区 ７９０円

瓜連第６負担区 ５４０円

市
街
化
区
域
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全員協議会・請願

全　員　協　議　会
◎
９
月
２
日

◆
那
珂
市
広
域
避
難
計
画

の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ

い
て
（
原
子
力
安
全
対
策

常
任
委
員
会
報
告
）

　

原
子
力
災
害
時
の
広
域

避
難
計
画
に
つ
い
て
、
策

定
に
当
た
っ
て
の
基
本
的

な
考
え
方
、
計
画
に
記
載

す
る
主
な
内
容
、
緊
急
事

態
区
分
と
避
難
、
避
難
の

流
れ
、
避
難
先
及
び
避
難

ル
ー
ト
、
今
後
の
検
討
課

題
の
６
つ
に
分
け
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

策
定
に
当
た
っ
て
は
、

上
位
計
画
で
あ
る
県
の
計

画
に
準
じ
て
作
成
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
県
の

計
画
は
来
年
３
月
を
目
途

と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

要
支
援
者
へ
の
対
応
や

避
難
ル
ー
ト
の
渋
滞
対
策

な
ど
、
検
討
課
題
は
多
い

も
の
の
、
市
と
し
て
も
で

き
る
だ
け
早
く
検
討
課
題

を
整
理
し
、
策
定
を
目
指

し
た
い
と
い
う
こ
と
で

す
。

の
提
案
を
取
り
入
れ
た
福

祉
施
設
と
し
て
の
活
用
を

図
り
た
い
と
い
う
要
望
で

し
た
。

　

な
お
、こ
れ
を
受
け
て
、

地
元
の
意
向
に
配
慮
し
な

が
ら
、
12
月
ま
で
に
市
の

方
針
を
ま
と
め
て
い
く
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

◎
９
月
25
日

◆
瓜
連
駅
北
側
の
旧
日
本

サ
ー
ボ
跡
地
の
活
用
に
つ

い
て
（
総
務
生
活
常
任
委

員
会
報
告
）

　

跡
地
の
有
効
活
用
を
図

れ
る
民
間
事
業
者
を
募
集

す
る
た
め
の
募
集
要
項
案

が
ま
と
ま
っ
た
の
で
、
そ

の
要
項
案
に
つ
い
て
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
募
集
要
項
を
公

表
し
、
事
業
者
の
公
募
を

行
い
、
来
年
３
月
ま
で
に

は
事
業
者
を
選
定
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
と
の
こ
と

で
す
。

◆
本
米
崎
小
学
校
跡
地
の

活
用
に
つ
い
て
（
総
務
生

活
常
任
委
員
会
報
告
）

　

地
元
の
検
討
委
員
会
よ

り
、
９
月
16
日
に
、
跡
地

利
用
に
関
す
る
要
望
書
が

提
出
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

で
、
報
告
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　

地
元
で
は
、
小
学
校
の

閉
校
後
、
速
や
か
に
校
舎

を
活
用
し
た
い
と
の
こ
と

で
、
民
間
事
業
者
等
か
ら

請願の審査結果請願の審査結果

　教育の機会均等と水準の向上をはかるため、少人数学級の推進や、義務教育費国庫

補助制度の堅持などを求めるものです。

　この請願は、昨年、当議会で採択しています。内容は昨年と全く同じであり、那珂市の現状も昨年

と変わっていないことを踏まえ、採決の結果、全会一致で採択し、意見書を提出することとしました。

（教育厚生常任委員会）

　請願者　茨城県水戸市笠原町978－46　茨城教育会館２Ｆ　茨城県教職員組合　吉田　豊　外200名

教育予算の拡充を求める請願
採 択

意
見
書
を
提
出

意
見
書
を
提
出

教
育
予
算
の
拡
充
を

　
　
　

求
め
る
意
見
書

　

子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
教
育

を
保
障
す
る
こ
と
は
、
社
会
の

基
盤
作
り
に
と
っ
て
重
要
で
あ

り
、
教
育
予
算
を
国
全
体
と
し

て
、
し
っ
か
り
と
確
保
・
充
実

さ
せ
る
た
め
、
次
の
３
点
に
つ

い
て
要
望
す
る
も
の
で
す
。

１　

き
め
細
か
な
教
育
の
実
現

の
た
め
に
少
人
数
学
級
を
推
進

す
る
こ
と
。

２　

教
育
の
機
会
均
等
と
水
準

の
維
持
向
上
を
は
か
る
た
め
、

そ
の
根
幹
と
な
る
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
を
堅
持
す
る
こ

と
。

３　

震
災
か
ら
の
教
育
復
興
の

た
め
の
予
算
措
置
を
継
続
し
て

行
う
こ
と
。

提
出
先

　

内
閣
総
理
大
臣

　

内
閣
官
房
長
官

　

文
部
科
学
大
臣

　

財
務
大
臣

　

総
務
大
臣

H26.9.25　全員協議会



委 員 長 報 告 （ 閉 会 中 ）
委員会名 実施日 会　議　経　過

総務生活
常任委員会

7月 9日
「環境保全調査」という調査事項に関して、執行部から土砂等による土地の埋立て等の規制に関する
条例の説明を受けた後、市内の埋立地など３カ所の現地視察を行い、調査完了としました。また、今
後の調査事項として、消防のデジタル無線などについて調査を行っていくこととしました。

産業建設
常任委員会

7月 10 日
7 月 24 日

7月10日は、調査事項「ブランド品、特産品における地域の活性化」に関して、視察先の検討を行い、
視察先の案をまとめました。
7月24日は、農政課、都市計画課から、「旧しどりの湯保養センター」再利用の検討、上菅谷駅公衆
トイレ改修計画の検討など、5つの案件について進捗状況などの説明を受けました。また、引き続き、
調査事項について、視察先の検討を行いました。

教育厚生
常任委員会

7月 18 日
8 月 27 日

7月18日は、三重県、滋賀県での「コミュニティ・スクール」についての先進地視察を経て、視察結
果の意見交換を行いました。
8月27日には、学校教育課から、いじめ防止基本方針について説明を受けました。

原子力安全対策
常任委員会

7月 29 日
8 月 21 日

7月29日に、日本原子力研究開発機構那珂核融合研究所を視察し、ＪＴ－60ＳＡの進捗状況を確認
しました。
8月21日には、市執行部から、広域避難計画の基本的な考え方について説明を受けました。上位計
画である県の計画が来年 3月を目途としているため、市としても、できるだけ早めに課題を解消し、
策定していきたいとのことでした。
また、市内原子力事業所の気体廃棄物については、いずれの事業所も放出管理目標値を下回ってい
たことを確認しました。

議員定数等調査
特別委員会

7月 9日
9月 9日

7月9日に、議員定数について、県内市議会の議員定数推移、全国の人口類似団体などの議員定数
などを参考資料としながら、委員間で意見交換を行いました。委員からは、22人、20人、18人、
15人などの意見が出されましたが、集約には至りませんでした。
定例会初日の 9月9日には、議員定数や報酬について、一般市民に特別委員会に出席していただき、
ご意見を伺うために、公聴会を開催することにしました。公聴会について、詳しくは以下をご覧くだ
さい。

～　公　聴　会　～

　一般市民から公述人（特別委員会で発言をされる方）を公募し、ご意見を伺う会議を開催します。

◎日時　平成26年11月16日（日）午前10時～午後３時頃予定

◎場所　那珂市役所　２階　議会棟　全員協議会室

◎会議事件　①議員定数22人について　　②議員報酬月額34万5,000円について

※会議は公開で行いますので、傍聴することができます。詳細は市議会ホームページをご覧ください。

◆お問い合せ

　那珂市議会事務局　総務・議事グループ　℡０２９－２９８－１１１１（内線２２４・２２５）

大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
７
月
18
日
に

委
員
会
を
開
き
、
視
察
を

振
り
返
っ
て
の
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。
那
珂
市

で
は
、
今
年
度
か
ら
文
部

科
学
省
の
補
助
を
受
け
、

瓜
連
中
学
校
で
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
。
研
究

は
２
年
間
で
す
が
、
こ
の

研
究
後
、
那
珂
市
に
お
い

て
こ
の
制
度
を
ど
の
よ
う

に
取
り
入
れ
て
い
く
べ
き

な
の
か
、
委
員
会
と
し
て

調
査
を
継
続
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
声
を
学
校
運
営

に
活
か
す
取
り
組
み
で
あ

る
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
に
つ
い
て
、
７
月

３
・
４
日
に
、
市
内
の
全
小

中
学
校
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
に
指
定
し
て
い

る
三
重
県
鈴
鹿
市
、
滋
賀

県
長
浜
市
の
２
か
所
の
先

進
地
の
視
察
を
行
い
ま
し

た
。

　

い
ず
れ
の
市
も
、
学
校
、

保
護
者
、
地
域
の
方
た
ち

で
構
成
さ
れ
る
学
校
運
営

協
議
会
が
、
う
ま
く
機
能

し
て
お
り
、
学
校
運
営
を

支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
中
心
に
、
学
校
の

特
色
を
生
か
し
な
が
ら
、

地
域
の
中
で
ど
の
よ
う
に

子
供
を
育
ん
で
い
く
か

を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
話
し
合
っ
て
い
く
仕
組

み
が
確
立
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
視
察
で
は
、
実
際
に

苦
労
し
た
こ
と
や
、
取
り

組
ん
で
み
て
良
か
っ
た
こ

と
な
ど
、
関
係
者
の
生
の

声
を
聴
く
こ
と
が
で
き
、

教育厚生常任委員会視察研修

調
査
事
項　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

調
査
事
項　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

　
　
　

平
成

　
　
　

平
成
2626
年
７
月
３
日
〜
４
日

年
７
月
３
日
〜
４
日

　
　
　
　
　

（
三
重
県
鈴
鹿
市
、
滋
賀
県
長
浜
市
）

　
　
　
　
　

（
三
重
県
鈴
鹿
市
、
滋
賀
県
長
浜
市
）
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委員会（閉会中）

H26.7.3　三重県鈴鹿市での視察
（コミュニティ・スクールについて）



10那珂市議会だより №43

の
こ
と
で
、
議
会
の
議
決
事

項
は
、
市
執
行
部
に
実
施
す

る
義
務
を
負
わ
せ
る
力
が
あ

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

そ
の
他
、
会
津
若
松
市
議

会
が
、
市
民
の
意
見
を
市

政
に
反
映
さ
せ
た
具
体
的
な

事
例
な
ど
、
約
２
時
間
に
わ

た
り
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

言
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
住

民
の
声
を
市
政
へ
反
映
し
て

い
く
と
い
う
過
程
を
「
政
策

形
成
サ
イ
ク
ル
」
と
し
て
、

議
員
個
人
で
は
な
く
、
議
会

全
体
と
し
て
実
施
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら

の
取
り
組
み
の
結
果
、
議
会

に
対
す
る
市
民
か
ら
の
信
頼

も
向
上
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

　

ま
た
、「
議
決
責
任
と
議

員
間
討
議
」
で
は
、
議
会
と

は
、
そ
も
そ
も
議
員
が
集
ま

っ
て
、
議
会
で
議
論
を
行
い
、

最
終
的
に
そ
の
自
治
体
の
重

要
案
件
を
議
決
す
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
議
会
に
お
い
て
は
、

全
議
員
が
議
会
と
い
う
塊
を

意
識
し
て
、
賛
成
、
反
対
な

ど
で
の
対
立
す
る
意
見
を
、

ど
う
す
れ
ば
擦
り
あ
わ
せ
で

き
る
か
、
全
議
員
が
議
論
し
、

議
会
と
し
て
の
意
思
を
責
任

を
持
っ
て
決
定
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
話

が
あ
り
ま
し
た
。
目
黒
氏
の

例
え
に
よ
る
と
、「
議
員
個

人
が
発
言
し
、
提
言
す
る
の

を
線
香
花
火
と
す
れ
ば
、
議

会
の
議
決
は
打
ち
上
げ
花
火

ぐ
ら
い
の
威
力
が
あ
る
」
と

　

議
会
改
革
の
先
進
議
会
で

あ
る
、
会
津
若
松
市
議
会
の

目
黒
章
三
郎
議
員
を
、
那
珂

市
議
会
へ
お
招
き
し
、
議
会

改
革
の
先
進
事
例
な
ど
の
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
津
若
松
市
議
会
は
、

２
０
１
４
年
の
日
経
新
聞
社

調
査
の
議
会
改
革
度
調
査
に

お
い
て
、
全
国
第
２
位
で
あ

り
、
前
回
の
２
０
１
２
年
の

12
位
よ
り
さ
ら
に
ラ
ン
ク
が

上
が
っ
て
お
り
ま
す
。

　

会
津
若
松
市
の
議
会
改
革

は
、全
国
的
に
も
評
価
さ
れ
、

改
革
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
書
籍
も
出
版
さ
れ
、
目

黒
議
員
に
お
い
て
は
、
テ
レ

ビ
に
も
出
演
す
る
な
ど
、
積

極
的
に
議
会
改
革
に
取
り
組

ん
で
い
る
議
会
で
す
。

　

主
な
内
容
と
し
て
、
ま
ず

「
政
策
形
成
サ
イ
ク
ル
」
に

つ
い
て
話
を
伺
い
ま
し
た
。

会
津
若
松
市
議
会
で
は
、
市

民
と
の
意
見
交
換
会
を
実
施

し
て
お
り
、
そ
こ
で
出
さ
れ

た
市
民
の
意
見
を
議
会
に
持

ち
帰
り
分
類
集
約
を
し
ま

す
。
そ
れ
を
所
管
の
常
任
委

員
会
で
、
問
題
分
析
、
課
題

設
定
、
政
策
立
案
、
政
策
提

議　員　勉　強　会
講師：会津若松市議会議員　目黒　章三郎氏
内容：会津若松市議会の先進的な取り組み
　　　「政策形成サイクルの内容」
　　　「議決責任と議員間討議」
日時：７月28日　午後２時30分から午後５時まで

議員勉強会

市民に開かれた議会を目指して

●会議の日程確認
　・ホームページに日程がありますので、ご確認ください。
　・本会議は市役所３階の傍聴席、委員会等は２階の議会事務

局にて受付をいたします。
●傍聴時の留意事項
　・必ず、傍聴受付表（右のような用紙）を記入してから入場して

ください。
　・傍聴中は、特に携帯電話の電源を切るなどし、静粛にご覧く

ださいますようご協力をお願いいたします。
　・入場時には脱帽していただき、傍聴席での飲食及び会議の

録画、録音はご遠慮ください。
◎その他、詳しくは市議会ホームページをご覧ください。
　http://www.city.naka.lg.jp/（那珂市ホームページ＞那珂市議会＞市民と議会＞会議傍聴）

議会の豆知識『会議の傍聴について』
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[一般質問の記事は、質問した議員が各自で作成しています]

一般質問については、「You Tube」の動画でもご覧いただけます。
那珂市議会のホームページにリンクがありますので、ご参照ください。

一般質問　Q&A

Q
&
A

市 政 を 問 う
９
人
の
議
員
が
登
壇
し
、

　
　
　

様
々
な
視
点
か
ら

　
　
　
　
　

市
政
を
質
し
ま
し
た
。

市 政 を 問 う

　

菅
谷
地
区
で
は
自
治

会
・
小
学
校
・
子
ど
も
会
の

区
割
り
が
複
雑
に
絡
み
合

っ
て
お
り
、
同
じ
自
治
会

内
に
住
み
な
が
ら
小
学
校

が
違
う
、
小
学
校
が
違
う

か
ら
子
ど
も
会
に
入
ら
な

い
と
い
っ
た
現
状
が
あ
り

ま
す
。
現
在
の
区
割
り
に

な
っ
た
経
緯
も
あ
る
と
は

思
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
は

大
人
の
都
合
で
決
め
ら
れ

た
も
の
で
あ
り
、
子
ど
も

た
ち
の
想
い
は
無
視
さ
れ

て
き
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
現
状
と
時
代
に

合
わ
せ
て
区
割
り
を
見
直

す
べ
き
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
が
、
自
治
会
規
模
の
大

小
に
よ
る
自
治
会
運
営
へ

の
支
障
や
加
入
率
の
低
下

な
ど
の
問
題
改
善
に
も
繋

が
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

市
は
こ
の
現
状
を
ど
う
考

え
る
か
お
伺
い
し
ま
す
。

　

市
民
生
活
部
長　

現
在

の
区
割
り
に
つ
い
て
の
支

障
の
有
無
は
把
握
し
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
何
ら
か
の

支
障
が
あ
る
か
ど
う
か
、

特
に
子
ど
も
た
ち
の
立
場

に
な
っ
て
現
状
を
把
握
す

る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
と

考
え
ま
す
の
で
、
菅
谷
地

区
内
の
各
自
治
会
宛
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
問

題
等
が
あ
れ
ば
教
育
委
員

会
な
ど
関
係
機
関
と
協
議

し
な
が
ら
対
応
し
て
い
き

ま
す
。

自
治
会
等
の
区
割
り
を
見
直
し
て
は

自
治
会
等
の
区
割
り
を
見
直
し
て
は

自
治
会
ア
ン
ケ
ー
ト
で
問
題
把
握
す
る

古川 洋一 議員

質問事項
１　一般質問及び議案質疑に対

する回答の進捗状況について

２　自治会等の区割りについて

３　ふるさと納税（寄附）に

ついて

４　選挙について

※菅谷東小と菅谷小は那珂四中へ、菅谷西小は（五台
地区の五台小とともに）那珂一中へ進学。

※子ども会が無いのは、児童が少数で活動できない又
は小学校が違うからというのが主な理由。

菅谷地区の自治会等の区割りの現状

下
福
田

仲
福
田

原
福
田

か
し
ま
台

と
き
わ
台

下
宿
下

下
宿
上

菅
谷
中
宿

一
の
関

上
宿
第
三

上
宿
第
二

上
宿
第
一

堀
之
内

仲
之
内

寄
居
東
組

鷺
内

自
治
会

上　之　町

菅
谷
西
小

菅
谷
西
小

菅
谷
西
小

菅
谷
小

菅
谷
東
小

菅
谷
東
小

菅
谷
小

菅
谷
小

菅
谷
小

菅
谷
西
小

菅
谷
西
小

菅
谷
小

菅
谷
西
小

菅
谷
西
小

菅
谷
小

菅
谷
東
小

菅
谷
東
小

菅
谷
東
小

菅
谷
小

菅
谷
東
小

菅
谷
西
小

菅
谷
小

菅
谷
東
小

小
学
校

無
し

仲
福
田
子
ど
も
会

原
福
田
子
ど
も
会

無
し
無
し

下
宿
下
子
ど
も
会

下
宿
上
子
ど
も
会

中
宿
子
ど
も
会

一
関
み
の
り
子
ど
も
会

上
三
仲
よ
し
子
ど
も
会

無
し

若
葉
子
ど
も
会

竹
ノ
内
子
ど
も
会

堀
之
内
子
ど
も
会

仲
之
内
子
ど
も
会

無
し
無
し

東
組
子
ど
も
会

さ
ぎ
内
子
ど
も
会

無
し
無 

し

子
ど
も
会

Check!
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電
車
や
バ
ス
等
の
公
共

交
通
機
関
の
発
達
し
て
い

る
都
市
部
で
は
、
車
が
な

く
て
も
自
由
に
移
動
可
能

で
す
が
、
那
珂
市
で
は
Ｊ

Ｒ
水
郡
線
だ
け
、
し
か
も

本
数
は
限
ら
れ
て
い
ま

す
。
茨
城
交
通
の
バ
ス
路

線
、
水
戸
太
田
間
も
昨
年

度
い
っ
ぱ
い
で
廃
止
。
私

達
の
移
動
手
段
は
、
車
に

頼
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

私
達
地
方
に
住
む
者
に
と

っ
て
車
は
生
活
必
需
品
で

あ
り
道
路
は
日
常
生
活
の

生
命
線
で
す
。
幹
線
道
路

の
拡
幅
や
４
車
線
化
は
も

と
よ
り
一
般
の
生
活
道
路

に
至
る
ま
で
、
道
路
整
備

は
地
域
住
民
の
悲
願
で

す
。
不
要
な
道
路
な
ど
無

い
の
で
す
。
現
状
と
今
後

の
取
組
み
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　

建
設
部
長　

中
台
額
田

線
や
菅
谷
飯
田
線
な
ど
７

路
線
、
菅
谷
市
毛
線
や
上

宿
大
木
内
線
な
ど
10
路
線

合
計
17
路
線
が
都
市
計
画

決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
平

成
26
年
３
月
時
点
の
改
良

率
は
62
．
９
％
で
す
。
事

業
費
の
、
国
と
県
か
ら
の

予
算
配
分
の
対
象
と
な
る

の
は
、
各
市
町
村
当
た
り

２
路
線
程
度
が
現
状
で

す
。

　

市
長　

今
後
も
県
の
関

係
部
署
と
連
携
を
図
り
幹

線
道
路
の
整
備
に
努
め
ま

す
。

都
市
計
画
道
路
の
現
状
と
今
後
の
推
移

都
市
計
画
道
路
の
現
状
と
今
後
の
推
移

県
と
の
連
携
を
図
り
整
備
に
努
め
ま
す

綿引 孝光 議員

質問事項
１　都市計画道路の現状と

今後について

　

２
期
工
事
３
期
工
事
を

着
実
に
進
め
て
い
た
だ
く

と
共
に
、
大
型
バ
ス
の
駐

車
場
、
さ
ら
に
園
内
へ
の

水
道
設
置
・
電
気
容
量
の

拡
充
等
に
つ
い
て
、
併
せ

て
老
朽
化
し
て
い
る
作
業

小
屋
の
対
策
に
つ
い
て
お

答
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

夏
に
開
催
さ
れ
ま
す
蛍

鑑
賞
会
に
は
大
勢
の
来
園

者
が
あ
り
盛
況
を
博
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
の
対
応

を
お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

　

産
業
部
長　

平
成
26
年

度
は
事
業
実
施
に
向
け
た

測
量
設
計
を
行
い
、
27
年

度
に
用
地
買
収
、
28
年
度

に
整
備
工
事
を
予
定
し
て

ご
ざ
い
ま
す
。
３
期
工
事

に
つ
い
て
は
２
期
工
事
終

了
後
に
検
討
し
ま
す
。

　

大
型
バ
ス
駐
車
場
・
水

道
設
置
・
電
気
容
量
に
つ

き
ま
し
て
も
必
要
性
を
含

め
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

作
業
小
屋
は
、
今
後
守

る
会
に
依
頼
す
る
緑
化
管

理
の
面
積
が
拡
大
す
る
こ

と
に
伴
い
、
作
業
機
械
の

増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
の

で
設
置
場
所
や
規
模
に
つ

い
て
守
る
会
と
検
討
し
ま

す
。

　

尚
、
作
業
小
屋
に
係
る

電
気
料
金
は
新
年
度
か
ら

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

蛍
鑑
賞
会
は
、
今
後
も

市
観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
へ
の
掲
載
や
事
業
後

援
等
積
極
的
に
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

清
水
洞
の
上
公
園
の
今
後
の
整
備
は

清
水
洞
の
上
公
園
の
今
後
の
整
備
は

２
期
工
事
の
設
計
の
中
で
検
討
す
る

筒井かよ子 議員

質問事項
１　清水洞の上公園の今後

の整備について

２　小児マル福の現状と今

後について

３　市長の市政運営全般に

ついて

一般質問　Q&A

平成26年10月22日開通の那珂西大橋

平成26年７月５日のほたる鑑賞会の様子
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那
珂
市
で
は
、
平
成
27

年
度
か
ら
合
併
特
例
の
算

定
替
え
に
よ
り
５
年
間
で

６
．
７
億
円
の
交
付
税
が

減
額
さ
れ
ま
す
。
た
だ
で

さ
え
財
政
状
況
が
厳
し
い

折
、
那
珂
市
に
と
っ
て
は

平
成
20
年
以
来
の
財
政
危

機
と
言
え
ま
す
。
こ
の
危

機
の
打
開
策
は
、
第
３
次

行
財
政
改
革
大
綱
の
実
施

で
す
。
重
点
実
施
項
目
の

中
で
「
自
主
性
・
自
立
性

の
高
い
財
政
運
営
を
確

保
」
の
実
施
項
目
を
見
て

も
、
定
性
目
標
は
あ
る
が

数
値
目
標
が
な
い
。
通
常
、

計
画
に
数
値
目
標
が
な
い

の
は
絵
に
描
い
た
餅
同
様
、

本
当
に
達
成
さ
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
①
こ
の
よ
う

な
重
要
計
画
に
数
値
目
標

が
な
い
こ
と
を
市
長
は
ど

う
お
考
え
で
す
か
。
②
合

併
特
例
の
算
定
替
え
に
よ

る
６
．
７
億
円
の
交
付
税

減
額
分
は
ど
う
手
当
て
し

ま
す
か
。
ま
た
自
主
財
源

確
保
に
つ
い
て
市
長
は
ど

の
よ
う
に
対
処
し
ま
す
か
。

　

市
長　

①
柔
軟
な
予
算

編
成
の
為
に
あ
え
て
、
行

財
政
改
革
大
綱
実
施
計
画

に
明
示
し
て
い
ま
せ
ん
。

進
捗
管
理
は
毎
年
実
施
し

ま
す
。
②
行
財
政
改
革
大

綱
実
施
計
画
の
様
々
な
取

り
組
み
を
実
施
す
る
こ
と

と
歳
出
の
抑
制
を
考
え
て

い
ま
す
。

行
財
政
改
革
の
財
政
健
全
化
へ
の
策
は

行
財
政
改
革
の
財
政
健
全
化
へ
の
策
は

行
財
政
改
革
計
画
大
綱
が
あ
れ
ば
可

質問事項
１　行財政改革について

２　下水道及び生活道路整

備状況について

寺門　厚 議員

　

市
道
下
野
・
茨
野
線

の
歩
道
整
備
総
延
長
約

１
８
０
メ
ー
ト
ル
に
つ
い

て
は
、
地
元
の
要
望
か
ら

約
15
年
が
経
過
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
旧
国
道

３
４
９
号
線
下
菅
谷
地
区

の
並
木
敷
を
有
効
活
用
し

て
歩
道
整
備
を
図
り
、
児

童
・
生
徒
が
安
心
し
て
通

学
で
き
る
様
、
更
に
障
害

者
や
高
齢
者
等
の
安
全
・

安
心
な
生
活
環
境
を
整
え

る
事
が
行
政
の
最
優
先
課

題
で
あ
り
、
総
力
で
取
り

組
み
具
体
的
な
成
果
を
上

げ
る
べ
き
で
は
な
い
で
す

か
。

　

建
設
部
長　

市
道
下

野
・
茨
野
線
の
歩
道
整
備

に
つ
い
て
は
、
事
業
化
に

向
け
た
測
量
業
務
委
託
を

発
注
し
、
境
界
確
認
作

業
を
進
め
て
来
ま
し
た

が
、
公
図
と
現
地
と
の
間

に
ず
れ
が
生
じ
て
お
り
ま

す
が
、
解
決
に
向
け
て
関

係
者
と
協
議
を
進
め
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
旧
国
道

３
４
９
号
線
の
並
木
敷
を

活
用
し
た
歩
道
整
備
に
つ

い
て
は
、
官
有
地
の
所
管

区
分
、
境
界
立
ち
会
い
な

ど
の
確
認
作
業
が
事
業
化

へ
の
前
提
条
件
と
な
り
ま

す
。
今
後
具
体
的
な
整
備

手
法
に
つ
い
て
、
検
討
・

調
整
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

歩
道
整
備
で
安
全
・
安
心
な
環
境
を

歩
道
整
備
で
安
全
・
安
心
な
環
境
を

整
備
手
法
を
検
討
・
調
整
し
ま
す

質問事項
１　道路行政について

石川 利秋 議員

一般質問　Q&A

第３次那珂市行財政改革大綱実施計画
平成26年度～平成30年度（16ページ）
７　自主性・自立性の高い財政運営の確保
（３）補助金等の整理合理化及び用途の適正化（上）
（４）公債費及び特別会計繰出金の抑制（下）

旧国道３４９号線の並木敷

実施
項目

過去の取組み、現状等 具体的な手法及び考え方
期待できる効果
及び目標数値又
は目標指標

年度計画
主管課

26 27 28 29 30

外郭団
体補助
金の適
正化

　社会福祉協議会については、繰越金が多額になって
いたことから、H22,23 年度で調整し、資金収支の適
正化を図りました。
　シルバー人材センターについては、東日本大震災等
の影響により、営業収支が悪化したことを契機として、
会員相互による運営に移行したことにより、経費を抑
制した結果、市補助金についても減額しました。
＜平成 25年度補助金額＞
　社会福祉協議会　　　　56,500 千円
　シルバー人材センター　 6,000 千円

・社会福祉協議会、シルバー人材
センターの事業内容及び財務状
況及び職員数を精査し、より一
層適正な補助金の支出を図りま
す。

・経費の削減
・用途の適正化

実
施

社会
福祉課
介護
長寿課

【継続】

市債発
行の抑
制

市債に係る元金償還額の範囲内での借入に努めること
で、市債残高及び実質公債費比率の抑制を図りました。
＜平成19年度＞
　市債残高（一般会計）　18,255百万円
　実質公債費比率　14.0％
＜平成 24 年度＞
　市債残高（一般会計）　16,948百万円
　実質公債費比率　10.6％

・道路や学校施設等に係る整備
を計画的に進めるために必要な
財源を確保する一方、将来世代
への負担を過度に増加させるこ
とのないよう市債発行の抑制を図
ります。
・実質公債費比率については、
平成 20 年度水準である14％を
超過することのないように努めま
す。

・財政の健全化
・公債費の抑制

・実質公債費比
率14％以下の
維持

実
施

財政課

【継続】

特別会
計繰出
金の抑
制

＜平成 24 年度特別会計繰出金実績＞
・国保特会　　　　　401,679 千円
・下水道特会　　　　542,577 千円
・公園墓地特会 　　　　　　0千円
・農集特会　　　　　175,171 千円
・介護特会　　　　　545,070 千円
・上菅谷特会　　　　　94,363 千円
・後期高齢特会　　　103,796 千円
　計　　　　　　　　1,862,656 千円

・特別会計の事業内容を精査す
るとともに、保険料や使用料等
の適切な徴収に努め、一般会計
からの繰出金の抑制を図ります。
・特に下水道事業及び農業集落
排水特別会計は、将来負担を見
据えた市債の計画的発行など、
中長期的な財政計画に基づく事
業運営を図ることで、一般会計
からの繰出金の抑制を図ります。

・経常経費の削
減

・財政の健全化

実
施

財政課
環境課
介護
長寿課
保険課
都市
計画課
下水
道課

【継続】
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来
年
４
月
か
ら
保
育
園
、

幼
稚
園
、
学
童
保
育
な
ど
、

子
育
て
支
援
に
か
か
わ
る

制
度
を
根
幹
か
ら
転
換
す

る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
の
実
施
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

国
が
示
し
た
基
準
は
、

小
規
模
保
育
な
ど
で
は
、

保
育
士
資
格
が
不
要
で
研

修
だ
け
で
よ
い
、
保
育
士

配
置
基
準
の
緩
和
、
給
食

も
外
部
搬
入
を
認
め
、
面

積
基
準
も
低
い
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

安
全
な
保
育
と
、
保
育
を

受
け
る
権
利
と
平
等
を
保

障
す
る
た
め
、
市
の
条
例

で
基
準
を
引
き
上
げ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

那
珂
市
は
条
例
作
成
に

あ
た
り
、
ど
の
よ
う
な
方

針
で
の
ぞ
ん
で
い
る
か
伺

い
ま
す
。

　

保
健
福
祉
部
長　

新
制

度
の
移
行
に
よ
り
、
幼
稚

園
・
保
育
所
に
加
え
、
認

定
こ
ど
も
園
、
小
規
模
保

育
な
ど
市
が
確
認
・
認
可

す
る
事
務
を
行
う
事
業
は

増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

安
全
な
保
育
を
行
う
上
で

守
る
べ
き
基
準
が
遵
守
さ

れ
て
い
る
か
、
適
切
な
運

営
が
さ
れ
て
い
る
か
厳
し

い
目
で
監
視
、
指
導
す
る

責
務
が
あ
り
ま
す
。
那
珂

市
は
、
国
基
準
を
下
ま
わ

ら
な
い
よ
う
子
育
て
支
援

施
策
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

子
育
て
制
度
の
基
準
を
下
げ
な
い
で

子
育
て
制
度
の
基
準
を
下
げ
な
い
で

那
珂
市
は
国
基
準
で
努
力
し
て
い
く

木村 静枝 議員

質問事項
１　子育てについて

２　霞ヶ浦導水事業につい

て

３　水道料金の値下げにつ

いて

　

那
珂
市
は
来
年
度
か
ら

市
内
一
斉
に
小
中
一
貫
教

育
を
導
入
す
る
と
の
こ
と

で
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て

は
議
論
も
ま
だ
足
り
な
い

し
、
教
科
担
任
制
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
も
詳
細
に
決
ま

っ
て
い
ま
せ
ん
。
市
独
自

の
家
庭
学
習
の
手
引
も

作
成
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

し
、
学
園
名
も
決
定
し
て

い
ま
せ
ん
。
保
護
者
・
地

域
・
全
教
職
員
へ
の
説
明

も
不
十
分
。
こ
の
状
況
で

は
来
年
４
月
か
ら
市
内
一

斉
に
全
学
区
で
導
入
す
る

の
は
無
理
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
つ
く
ば
市
で
す
ら

全
校
区
に
広
げ
る
ま
で
４

年
を
要
し
て
い
ま
す
。
ま

ず
市
内
一
部
の
学
区
で
先

行
導
入
し
、
経
験
を
蓄
積

し
な
が
ら
国
の
制
度
の
進

行
状
況
も
見
て
、
数
年
か

け
て
整
備
し
た
ほ
う
が
良

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

教
育
長　

９
年
間
継
続

し
て
学
習
指
導
・
生
徒
指

導
を
進
め
る
こ
と
に
よ

り
、
一
層
の
学
力
向
上
や

心
身
育
成
を
図
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
小
中
一
貫

教
育
を
導
入
し
ま
す
。
ま

た
、
市
内
一
斉
に
実
施
す

る
メ
リ
ッ
ト
に
期
待
し
、

全
中
学
校
区
で
実
施
す
る

判
断
を
し
ま
し
た
。

　

市
長　

市
教
育
委
員
会

の
方
針
を
最
大
限
尊
重
し

た
い
。

小
中
一
貫
教
育
は
数
年
か
け
て
議
論
を

小
中
一
貫
教
育
は
数
年
か
け
て
議
論
を

来
年
度
か
ら
市
内
全
校
区
で
実
施
す
る

遠藤　実 議員

質問事項
１　小中一貫教育について

一般質問　Q&A

パンフレット
『未来を創造する子どもたちへ

那珂市の小中一貫教育』

（『しんぶん赤旗』より）

大きく異なる保育基準

保育所

小規模保育事業（６～19人）
家庭的
保育

事業所
内保育

居宅
訪問型Ａ

（分園型）
Ｂ

（中間）
Ｃ

（家庭型）

職員数

０歳
３：１
１・２歳
６：１

保育所
基準
＋１人

保育所
基準
＋１人

０～２歳
３：１

０～２歳
３：１

20人以
上は保育
所の基準

19人以
下は小規
模Ａ・Ｂ
型の基準

０～２歳
１：１

保育者 保育士 保育士
保育士
１／２
以上

研修
修了者

研修
修了者

研修
修了者

１人あた
り面積

０・１歳
乳幼児室
　1.65㎡
ほふく室
　3.3㎡
２歳以上
　1.98㎡

０・１歳
　 3.3㎡
２歳
　1.98㎡

０・１歳
　 3.3㎡
２歳
　1.98㎡

０～２歳
　 3.3㎡

０～２歳
　 3.3㎡

―

給食の
外部搬入

×（特区
は○）

○ ○ ○ ○ ○ ―
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過
疎
化
が
進
み
、
本
米

崎
小
学
校
も
27
年
度
に
は

閉
校
と
な
り
ま
す
。
学
校

が
無
く
な
れ
ば
、
地
域
の

活
力
の
低
下
は
免
れ
ま
せ

ん
。
過
疎
化
に
拍
車
が
か

か
り
、
集
落
が
崩
壊
し
て

し
ま
い
ま
す
。
本
米
崎
地

区
に
お
い
て
は
、
自
治
会

長
が
中
心
と
な
り
、
地
区

再
開
発
部
会
を
設
立
し
て

跡
地
利
用
に
民
間
企
業
の

活
力
を
導
入
し
て
活
性
を

図
ろ
う
と
模
索
し
、
国
の

方
針
に
も
沿
っ
た
事
業
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
。
雇
用

も
生
ま
れ
る
等
地
域
の
活

性
に
結
び
付
く
事
業
内
容

で
す
の
で
執
行
部
に
お
か

れ
ま
し
て
は
検
討
頂
き
是

非
決
断
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

　

企
画
部
長　

閉
校
後
の

地
域
の
活
性
化
を
図
る
た

め
に
民
間
活
力
を
利
用
し

た
利
活
用
を
検
討
す
る
た

め
、
文
部
科
学
省
の
情
報

サ
イ
ト
で
あ
り
ま
す
「
み

ん
な
の
廃
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
へ
登
録
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
本
米
崎
小
学
校
に

お
い
て
は
、
地
元
の
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
な

が
ら
学
校
跡
地
活
用
方
針

庁
内
検
討
委
員
会
に
お
い

て
検
討
し
、
地
域
の
福
祉

の
向
上
や
地
域
振
興
に
つ

な
が
る
利
活
用
を
図
っ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

学
校
閉
校
後
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て

学
校
閉
校
後
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て

地
域
振
興
に
つ
な
が
る
利
活
用
を
図
る

中庭 正一 議員

質問事項
１　過疎化対策

２　工専地域について

３　東海スマートＩＣにつ

いて

４　道路の除草について

５　横堀幼稚園について

27年度閉校になる本米崎小学校

一般質問　Q&A

　 　

常
設
型
住
民
投
票
条
例

の
検
討
委
員
会
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
住
民
投
票
は

２
０
０
０
年
前
後
に
盛
ん

に
持
て
は
や
さ
れ
ま
し
た

が
、
２
０
０
５
年
以
降
は

議
論
さ
れ
る
こ
と
が
ほ

と
ん
ど
な
く
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
実
際
に
行
わ

れ
る
想
定
が
ほ
と
ん
ど
な

い
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ

て
き
た
か
ら
で
す
。
今
回

設
置
の
理
由
と
し
て
市
長

は
東
海
第
２
原
発
の
再
稼

働
や
将
来
の
市
町
村
合
併

を
上
げ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
東
海
第
２
原
発
再
稼

働
の
可
否
に
関
す
る
権
限

は
那
珂
市
に
は
あ
り
ま
せ

ん
し
、
合
併
に
関
し
て
は

合
併
特
例
法
が
２
０
０
４

年
に
施
行
さ
れ
て
か
ら
条

例
に
よ
る
住
民
投
票
は
事

実
上
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

是
非
の
み
が
問
わ
れ
る
住

民
投
票
が
地
方
自
治
に
適

し
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
判
断
を
住
民
投
票
に

委
ね
る
と
い
う
の
は
、
非

常
に
優
柔
不
断
で
他
力
本

願
的
で
す
。
そ
し
て
自
ら

の
判
断
を
市
民
が
ど
う
判

断
す
る
か
は
市
長
選
挙
と

い
う
形
で
明
ら
か
に
す
べ

き
で
す
。

　

市
長　

検
討
委
員
会
は

始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
内

容
は
全
然
わ
か
り
ま
せ

ん
。
３
月
の
定
例
会
で
議

会
に
お
示
し
し
ま
す
の
で

本
当
に
こ
れ
は
ま
ず
い
な

と
思
っ
た
ら
反
対
し
て
く

だ
さ
い
。

常
設
型
住
民
投
票
条
例
は
無
意
味

常
設
型
住
民
投
票
条
例
は
無
意
味

全
体
と
し
て
何
も
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん

質問事項
１　東海第２原発広域避難

計画について

２　協働のまちづくり推進

基本条例について

３　住民投票条例について

小宅 清史 議員茅ヶ崎市『住民投票制度の調査・研究』H23.4より

常設型住民投票条例のメリット・デメリット

メリット デメリット

①

②
③

④

あらかじめ定められた要件
を満たせば投票実施の可能
性が高い。
迅速な対応が可能である。
どのような課題であっても、
同一の制度で行うことが可
能なので制度として安定し
ている。
住民の市政への参加意識
が高まることが期待でき
る。

①
②

③

④

制度の柔軟性に欠ける。
『市政運営の重要事項』の
ような抽象的な規定となる
ことが一般的である為、ど
のような課題が該当するか
という意見が複数あり得る
ので執行者の裁量に委ねら
れる。その場合住民投票
の対象とならない事項を対
象と認め実施したとの理由
で住民投票の費用の返還
を求める訴訟等や首長の責
任を追及する運動などが発
生する可能性がある。
本来必要とされる住民、議
会、長の各主体間の十分
な話し合いによる合意形成
の過程を損なう可能性があ
る。
制度の濫用を招く恐れがあ
る。
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７月

８日
９日

10日
15日
18日
24日
28日

議会広報編集委員会
議員定数等調査特別委員会
総務生活常任委員会
産業建設常任委員会
議会広報編集委員会
教育厚生常任委員会
産業建設常任委員会
全員協議会
議員勉強会

平成26年第４回定例会開会予定

議
会
広
報
編
集
委
員
会

　

委

員

長　

寺
門　
　

厚

　

副
委
員
長　

小
宅　

清
史

　

委　
　

員　

筒
井
か
よ
子

　

委　
　

員　

木
野　

広
宣

　

委　
　

員　

君
嶋　

寿
男

　

委　
　

員　

木
村　

静
枝

　

委　
　

員　

海
野　
　

進

この会期日程は、議案件数や一般質問者数に

よって変更になる場合があります。

日程の変更や詳細については、議会事務局や

議会ホームページでもご案内しています。お気軽

にお電話、お立ち寄りください。

また、請願・陳情を議会へ提出される場合は、

11月14日（金）までにお願いします。

筒
井　

か
よ
子

　

他
県
の
某
議
員
の
号
泣

会
見
に
端
を
発
し
、
政
務

活
動
費
に
つ
い
て
新
聞
そ

の
他
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上

げ
ら
れ
広
く
議
論
を
呼
ん

で
お
り
ま
す
。

　

本
来
、
議
員
活
動
に
関

わ
る
調
査
・
研
究
等
が
使

途
目
的
で
あ
り
、
那
珂
市

で
は
領
収
書
を
添
付
し
て

明
確
に
処
理
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
市
民
に
開
か
れ
た

議
会
を
目
指
し
、
報
告
会

を
通
し
ご
意
見
に
耳
を
傾

け
衿
を
正
し
て
参
り
ま

す
。

◆◆議会録画映像を公開しています◆◆

　９月定例会の録画映像をインターネットで視聴で

きます。「You Tube」の動画サイトに掲載しました。

詳しくは、那珂市ホームページの市議会のページを

ご覧ください。

月日 曜 議　事　予　定

11・26 水

全員協議会

本会議
○開会
○議案の上程・説明

11・28 金 本会議（一般質問）

12・  1 月

本会議（一般質問）
○議案質疑
○議案の委員会付託
○陳情・請願の委員会付託

12・  3 水 総務生活常任委員会

12・  4 木 産業建設常任委員会

12・  5 金 教育厚生常任委員会

12・11 木 全員協議会

12・12 金

本会議
○委員長報告
○採決
○閉会

表
紙
に
寄
せ
て

　

世
界
最
大
級
の
実
験

装
置
、
超
電
導
ト
カ
マ

ク
Ｊ
Ｔ
‐
60
Ｓ
Ａ
の
組

立
作
業
が
本
格
化
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
５
月
か
ら
プ
ラ

ズ
マ
を
閉
じ
込
め
る
真

空
容
器
外
径
10
ｍ
の
ド

ー
ナ
ツ
型
、
断
面
は
横

直
径
３
．
５
ｍ
、
縦
直

径
６
．
６
ｍ
の
Ｄ
字
型

を
し
て
お
り
、
厚
さ
18

㎜
の
ス
テ
ン
レ
ス
製
の

二
重
構
造
、
総
重
量

１
５
０
ｔ
を
組
み
立
て

ま
す
。

印刷／株式会社 トータル・サポート・システム

議 会 日 誌議 会 日 誌議 会 日 誌

編
集
後
記

●● 議会の傍聴について ●●

　那珂市議会では、議会の本会議・全員協議会・
常任委員会・特別委員会を公開しています。
　傍聴をご希望の方は、事前に会議の開催日や
時間をご確認の上、おいでください。傍聴の手
続きは、所定の用紙にご記入いただくだけで、
どなたでも傍聴できます。
お気軽においでください。

９月定例会の傍聴者数 79名 （延べ人数）

29日 原子力安全対策常任委員会視察
（那珂核融合研究所）

８月

21日
27日

原子力安全対策常任委員会
教育厚生常任委員会

那珂市ホームページ　http://www.city.naka.lg.jp/
　那珂市議会のページ内の「議会中継」から
「You Tube」を開くことができます。


